
歯周病検診受診促進モデル事業 

効果検証結果（まとめ） 

 

 

１ 事業の目的及び概要 
 

〇 歯周病の予防は、他の全身疾患の重症化を予防し、健康寿命の延伸や医療 

費・介護費の削減を図る重要な取り組みである。 

〇 本市では、平成２０年度から、４０歳・５０歳・６０歳・７０歳の市民を対象に、１０年 

毎の節目検診として、歯周病検診を行ってきた。 

〇 歯周病検診の受診率が伸び悩んでいたことから、歯周病検診の受診率向上を

目的に、Ｒ２～４年度にモデル事業（「歯周病検診受診促進モデル事業」）を実施し

た。 

 

 

 

 

 

 

２ 効果検証結果（概要） 

モデル事業の最終年である R４年度に事業の効果検証を行った結果、歯周病

検診の年代別受診率は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けながら

も微増傾向であり、その他アンケート結果等からも一定の効果を確認することが

できた。 
 

（１）歯周病検診受診率の推移 

〇 新型コロナウイルス感染症拡大前の R元年度値と、R2～４年度値の比較にお

いては、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けながらも、自己負担金減

額対象である 40歳、50歳、60歳の受診率は増加していた、 

 

（２）歯周病検診対象者に対する事業評価アンケート調査結果 

〇 モデル事業評価については、「大変良い、良い」９３．２％であった。 

〇 定期的な歯科通院していない理由（多い順）は、「お金がかかる」、「何も症状

がない」、「きっかけがない」であった。 

 

（３）令和４年度北九州市健康づくり及び食育に関する実態調査結果 

〇 質問項目「歯周病（歯科疾患）検診の検診料（５００円）について、どのように思

う」について、６３．３％が「妥当・安い」と回答し、概ね肯定的であった。 

 

 

３ 今後の方向性について 

   効果検証で一定の効果が確認できたことから、R５年度から、自己負担額 500

円に設定（現状を継続）する。 

 

 

《モデル事業内容》 

４０歳・５０歳・６０歳の自己負担額を１，０００円から５００円に減額 

※７０歳、生保・非課税世帯は当初から無料 

 

資料２ 



４ 検証結果 

（１）歯周病検診受診率の推移（R2～R4） 
 

[受診率の差（対 R元年度値） 単位：ポイント]  

 R２ R3 R4 

４０歳 ＋１．３ ＋０．８ ＋1.2 

５０歳 ＋１．１ ＋０．５ ＋０．９ 

６０歳 −０．２ ＋０．２ ＋０．７ 
 

 

 

【受診率の推移（年度別） 単位：％】 

H29 H30 R1 R2 R3 R4

40歳 3.8 4.0 3.9 5.2 4.7 5.1

50歳 3.3 3.3 3.4 4.5 3.9 4.3

60歳 4.2 4.5 4.6 4.4 4.8 5.3

70歳 9.0 9.4 8.8 7.6 8.7 9.2

全体 5.4 5.6 5.5 5.6 5.6 6.0  
 

 

【本市の歯周病検診 受診率および受診者数の推移】 
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（２）歯周病検診対象者に対する事業評価アンケート調査結果 

 

〈趣旨〉 

歯周病（歯周疾患）検診モデル事業の効果確認のため、歯周病検診対象者に対して 

アンケート調査を行い、今後の事業実施に必要な基礎資料を得るために実施するもの。 

〈対象者〉 

   令和４年８月に歯周病検診対象年齢を迎える４０・５０・６０・７０歳の市民 

4,500名程度 

〈実施方法〉 

    令和４年８月末発送予定の歯周病検診受診券ハガキにアンケート調査用の二次元 

バーコードを貼付し、アンケート（インターネット回答）への協力を依頼する。 

 

【アンケート内容および結果（回答者 167 名 ※R4.9.30 時点）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）令和４年度北九州市健康づくり及び食育に関する実態調査結果 
 

 令和 5年度に終了する 「第二次北九州市健康づくり推進プラン」及び 

「第三次北九州市食育推進計画」の次期プラン策定に向け、その基礎資料と 

するための実態調査を実施した。 

 

〈対  象〉 市民 10,000人 

〈回答方法〉 郵送・インターネット 

〈実施スケジュール〉 

R4年 10月（１か月間）調査実施 

R5年 2月        報告書完成 
 

 

【調査項目（該当部分のみ抜粋） 

 

〇 歯周病（歯周疾患）検診受診料の妥当性 〈実態調査報告書 p164〉 

６３．３％が、概ね肯定的であった。 

 

 



◆歯周病（歯周疾患）検診の検診料（500円）について、どのように思いますか。（○は１つ） 

【19歳以上問 55】 

歯周病（歯周疾患）検診の検診料（500 円）については、「妥当である」と考える人が最

も多く、5 割近くを占めています。「高い」は 4.4％、「安い」は 15.9％で、概ね肯定的に

捉えられています。 

 

 

19歳以上の歯周病（歯周疾患）検診受診料の妥当性（性別・年代別） 

全体(n＝2,272)

男性計(n＝876)

　19～29歳(n＝111)

　30～39歳(n＝124)

　40～49歳(n＝106)

　50～64歳(n＝229)

　65～74歳(n＝202)

　75歳以上(n＝102)

女性計(n＝1,379)

　19～29歳(n＝179)

　30～39歳(n＝209)

　40～49歳(n＝188)

　50～64歳(n＝358)

　65～74歳(n＝260)

　75歳以上(n＝184)
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